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は
じ
め
に

福
岡
県
に
あ
る
英
彦
山
今
熊
野
窟
（
通
称
・
梵
字
が
岩
）
に
は
鎌
倉
時
代
に
制

作
さ
れ
た
菩
薩
形
磨
崖
石
仏
と
、
直
径
が
二
〜
三
m
前
後
に
お
よ
ぶ
三
つ
の
月
輪

大
梵
字
が
造
形
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
像
名
・
像
主
・
願
文
・
制
作
年
の
全
て

を
有
す
る
全
国
で
も
希
な
磨
崖
石
仏
で
あ
る
。

磨
崖
石
仏
が
存
在
す
る
岩
壁
に
は
銘
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
嘉
禎
三
年

（
一
二
三
七
）
に
阿
弥
陀
三
尊
と
月
輪
大
梵
字
等
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
仏
像
に
つ
い
て
は
一
躰
し
か
岩
壁
に
残
さ
れ
て
い
な

い
。
阿
弥
陀
三
尊
が
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば
、
残
さ
れ
た
石
仏
は
主
尊
向
か
っ
て

左
に
位
置
す
る
勢
至
菩
薩
だ
と
考
え
ら
れ
る（
図
一
）。
阿
弥
陀
如
来
像
と
向
か
っ

て
右
の
脇
侍
で
あ
る
観
音
菩
薩
像
は
同
岩
壁
か
ら
欠
損
し
て
お
り
、
付
近
に
は
約

二
  ｍ ³
の
三
つ
の
岩
石
が
散
在
し
て
い
る
（
図
二
）。

一
九
八
三
年
頃
、
磨
崖
石
仏
か
ら
約
二
０
 m
下
の
谷
底
か
ら
菩
薩
形
石
仏
（
図

三
）
が
発
見
さ
れ
、
現
在
は
覆
屋
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
仏
は
岩
壁
の

磨
崖
石
仏
と
ス
ケ
ー
ル
が
相
似
し
て
お
り
、
崩
落
位
置
か
ら
し
て
も
阿
弥
陀
三
尊

の
内
の
観
音
菩
薩
像
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
石
仏
は
覆
屋
の
風
通
し
の
悪

さ
か
ら
、
黴
に
よ
る
侵
食
が
進
ん
で
い
る
。
今
熊
野
窟
に
は
こ
れ
ら
の
菩
薩
像
を

脇
侍
と
す
る
阿
弥
陀
如
来
像
が
配
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
主
尊
の
遺
物

が
遺
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、阿
弥
陀
三
尊
と
し
て
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
な
い
。

近
年
急
速
に
風
化
・
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、
崩
落
岩
石
の
一
つ
は
数
年
内
に
落
下

し
た
も
の
で
あ
る
。
早
急
な
保
存
・
修
復
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
目
処
は

立
っ
て
い
な
い
。

本
研
究
は
破
損
が
進
む
英
彦
山
今
熊
野
窟
の
修
験
道
造
形
美
術
に
つ
い
て
、
三

次
元
立
体
計
測
を
用
い
て
調
査
・
分
析
し
、
保
存
に
向
け
た
足
掛
か
り
を
作
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
磨
崖
石
仏
と
崩
落
し
た
岩
石
群
を
３
D

(three-dim
ensional)

デ
ー
タ
化
お
よ
び
立
体
プ
リ
ン
ト
し
、
再
構
成
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
破
損
以
前
の
全
体
像
を
復
元
す
る
。
こ
れ
を
阿
弥
陀
三
尊
の
存
在
を
実

証
す
る
手
掛
か
り
と
し
た
い
。
ま
た
本
研
究
は
、
岩
壁
に
残
さ
れ
た
銘
文
や
月
輪

大
梵
字
に
つ
い
て
も
計
測
を
行
い
、
英
彦
山
修
験
道
の
芸
術
的
観
点
か
ら
文
化
観

「
３
D
デ
ー
タ
化
に
よ
る
修
験
道
美
術
の
再
現　

̶

英
彦
山
今
熊
野
窟
を
中
心
に̶

」

知
足
美
加
子



を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

第
一
章
で
は
英
彦
山
に
お
け
る
今
熊
野
窟
の
文
化
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
環

境
と
の
関
係
か
ら
分
析
を
行
う
。
第
二
章
で
は
、
磨
崖
面
に
残
さ
れ
た
菩
薩
像
、

銘
文
、
覆
屋
の
観
音
像
、
磨
崖
面
周
辺
の
崩
落
岩
石
に
つ
い
て
の
三
次
元
計
測
結

果
を
立
体
出
力
し
、
阿
弥
陀
三
尊
像
を
中
心
に
破
損
前
の
今
熊
野
窟
磨
崖
石
仏
群

の
有
り
様
を
探
る
。
第
三
章
で
は
、
高
所
に
あ
る
月
輪
大
梵
字
に
つ
い
て
画
像
処

理
に
よ
る
３
D
デ
ー
タ
化
を
行
い
考
察
を
行
う
。
文
献
資
料
の
乏
し
い
英
彦
山
今

熊
野
窟
磨
崖
石
仏
に
つ
い
て
、
残
さ
れ
た
造
形
物
の
実
測
か
ら
制
作
当
時
の
状
況

の
再
現
を
試
み
た
い
。

第
一
章　

英
彦
山
に
お
け
る
今
熊
野
窟

英
彦
山
は
羽
黒
山
（
山
形
県
）、
熊
野
大
峰
山
（
奈
良
県
）
と
と
も
に
日
本
三

大
修
験
山
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
。し
か
し
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
と
廃
仏
毀
釈
、

修
験
道
禁
止
令
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
伝
統
が
途
絶
え
て
い
る
。
明
治
期
に
仏
教
に
関

わ
る
文
化
財
の
多
く
は
山
内
か
ら
流
出
、
も
し
く
は
人
為
的
に
破
壊
さ
れ
た
。
英

彦
山
の
中
腹
に
あ
る
高
さ
約
一
二
 m
の
宝
篋
印
塔
（
文
化
一
四
年
、
豪
潮
律
師
制

作
）（
図
四
）
は
、
塔
の
中
心
部
に
刻
ま
れ
て
い
た
梵
字
を
削
っ
て
「
燈
」
の
一

字
を
入
れ
、
塔
の
腰
部
を
と
り
ま
い
て
い
る
蓮
華
の
花
び
ら
（
反
り
花
）
に
亀
の

甲
羅
の
模
様
を
付
け
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
る
破
壊
を
免
れ
た
(1)
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
に
あ
っ
て
、
今
熊
野
窟
の
磨
崖
石
仏
が
、
銘
文
と
共
に

残
存
し
て
い
る
こ
と
は
希
有
な
こ
と
で
あ
る
。
今
熊
野
窟
の
嘉
禎
三
年
銘
磨
崖
仏

に
つ
い
て
先
駆
的
な
研
究
を
行
っ
た
八
尋
和
泉
は
、
こ
れ
ら
の
磨
崖
仏
は
二
つ
の

大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
し

た
。
ひ
と
つ
は
在
銘
磨
崖
石
仏
の

少
な
い
中
で
、
こ
の
頃
の
仏
像
（
木

彫
仏
も
含
む
）
の
制
作
時
期
判
断

の
基
準
を
提
供
し
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
鎌
倉
時

図 1《今熊野窟菩薩像》

図 3《覆屋内の菩薩像》

図 2《崩落岩石群》

図 4 豪潮律師《宝篋印塔》 
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代
前
期
の
英
彦
山
文
化
の
あ
り
方
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(2)
。
修
験
道
は
口
伝
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
た
た
め
、
文
献
資
料
が
少
な
い
。
今
熊

野
窟
の
造
形
美
術
は
、
英
彦
山
修
験
道
の
精
神
世
界
を
考
察
す
る
た
め
の
重
要
な

手
掛
か
り
と
い
え
る
。

英
彦
山
に
熊
野
信
仰
が
入
っ
た
経
緯
は
、
永
暦
元
年(

一
一
六
０)

に
後
白
河

法
皇
が
京
都
に
三
所
権
現
を
勧
請
し
、
今
熊
野
神
社
を
作
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し

て
い
る
。
養
和
元
年(

一
一
八
０)

に
、
上
皇
は
こ
の
神
社
に
対
し
て
全
国
の
荘

園
二
八
カ
所
を
寄
進
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
「
豊
前
国
彦
山
」
が
あ
り
、
熊

野
信
仰
が
英
彦
山
に
入
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
(3)
。

英
彦
山
に
は
北
岳
、
中
岳
、
南
岳
の
三
つ
の
峰
が
あ
り
、
標
高
は

一
一
九
九
・
六
m
で
あ
る
。
今
熊
野
窟
が
あ
る
梵
字
が
岩
谷
は
、
南
岳
七
合
目
付

近
に
存
在
す
る
。
複
数
の
霊
場
が
存
在
す
る
英
彦
山
に
お
い
て
、
南
岳
に
阿
弥
陀

三
尊
を
中
心
と
す
る
仏
教
的
造
形
物
が
刻
ま
れ
た
理
由
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
英
彦

山
に
は
巨
岩
や
窟
そ
の
も
の
を
ご
神
体
と
す
る
自
然
信
仰
が
存
在
し
、
今
熊
野
窟

の
よ
う
に
大
規
模
な
彫
刻
を
施
し
て
い
る
事
例
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
窟
は
英
彦

山
に
お
い
て
、
熊
野
信
仰
と
の
関
係
性
構
築
を
契
機
と
し
た
特
殊
な
造
形
的
事
例

で
あ
る
。
本
地
垂
迹
と
い
う
観
念
上
は
、
北
岳
が
阿
弥
陀
如
来
、
中
岳
が
千
手
観

音
、
南
岳
が
釈
迦
如
来
を
本
地
仏
と
す
る
。
後
述
す
る
が
今
熊
野
窟
に
は
こ
れ
ら

諸
仏
の
造
形
が
存
在
し
て
お
り
、
英
彦
山
の
仏
教
的
世
界
観
が
集
中
的
に
表
現
さ

れ
た
場
所
い
え
る
。

南
岳
に
今
熊
野
窟
が
配
さ
れ
た
理
由
は
、
三
峰
の
配
置
や
本
地
垂
迹
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
位
置
的
な
左
右
の
優
劣
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
仏
像
の
脇
侍
の
場
合

は
向
か
っ
て
右
が
優
位
と
い
わ
れ
て
い
る
。
英
彦
山
の
場
合
、
南
岳
は
中
岳
参
道

よ
り
向
か
っ
て
右
に
位
置
す
る
。
し
か
し
、
仏
教
的
な
文
脈
に
お
い
て
、
右
を
重

ん
じ
て
南
岳
に
今
熊
野
窟
を
配
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
英
彦
山
に
お
い
て
は
、

向
か
っ
て
左
に
位
置
す
る
北
岳
が
最
も
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
英
彦

山
中
岳
山
頂
の
上
宮
神
殿
に
三
峰
の
神
が
合
祀
さ
れ
て
お
り
、そ
の
中
央
に
は「
北

岳
」
の
祭
神
で
あ
る
天
忍
穂
耳
命
が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
北
岳
の
本
地
仏
は
阿

弥
陀
如
来
で
あ
り
、
こ
の
意
図
を
押
す
な
ら
ば
阿
弥
陀
三
尊
像
は
北
岳
に
関
連
し

て
造
形
を
行
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
南
岳
の
今
熊
野
窟
に
造
形
を
施
し
た
の
は
、
本

地
垂
迹
や
左
右
配
置
の
優
劣
と
い
っ
た
思
考
よ
り
も
重
要
視
す
る
根
拠
が
あ
る
、

と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

北
岳
・
南
岳
は
呼
称
に
も
関
わ
ら
ず
、
南
岳
か
ら
み
る
と
北
岳
は
東
北
東
（
方

位
角
六
三
度
）
に
あ
り
、
位
置
的
に
は
南
北
で
は
な
く
ほ
ぼ
東
西
に
並
ん
で
い
る

(4)
。
こ
れ
に
は
道
教
の
星
辰
信
仰
（
北
極
星
、
北
斗
七
星
に
対
す
る
信
仰
）
に
お

け
る
北
方
位
を
重
ん
じ
る
思
想
と
、
太
陽
信
仰
を
元
に
日
が
昇
る
東
方
位
を
重
ん

じ
る
思
想
が
北
岳
を
通
じ
て
結
び
つ
い
た
、
と
い
う
説
が
あ
る
(5)
。
英
彦
山
の
名

前
の
由
来
が
、
天
照
大
神
の
子
で
あ
る
天
忍
穂
耳
命
、
つ
ま
り
「
日
の
子
」
か
ら

来
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
英
彦
山
修
験
者
が
太
陽
や
星
と
い
っ
た
天
体
の
動

き
に
意
識
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
太
陽
の
動
き
は

信
仰
上
の
世
界
観
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
山
伏
達
が
西
方
位
に
位
置
す
る
南

岳
に
、阿
弥
陀
仏
の
西
方
極
楽
浄
土
を
観
想
し
た
可
能
性
は
高
い
。
今
熊
野
窟
は
、

実
際
に
日
が
沈
む
南
岳
を
阿
弥
陀
浄
土
の
聖
域
と
し
、
仏
法
を
残
す
た
め
の
造
形

的
装
置
と
し
て
構
想
さ
れ
た
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。



第
二
章　

磨
崖
仏
の
３
D
計
測
と
考
察

　
　

一
．
計
測
方
法

　

調
査
地
・
梵
字
が
岩
谷
は
、
中
岳
中
腹
に
あ
る
奉
弊
殿
か
ら
、
南
岳
の
大
南
神

社
に
向
か
っ
て
二 
km
程
山
道
を
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
梵
字
が
岩
へ
の
登
り

口
に
は
鳥
居
が
あ
り
、
約
六
０
m
続
く
登
り
道
は
中
程
に
あ
る
覆
屋
ま
で
続
い
て

お
り
、
そ
の
先
は
鎖
場
を
上
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
覆
屋
か
ら
月
輪
大
梵
字
と

磨
崖
仏
が
刻
ま
れ
て
い
る
安
山
岩
（
火
山
岩
）
ま
で
の
高
さ
は
約
二
０
m
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
の
台
風
被
害
や
異
常
気
象
に
よ
る
大
雨
で
、
磨
崖
石
仏
に
辿
り
着
く

ま
で
の
鎖
場
を
倒
木
が
遮
っ
て
お
り
、
ロ
ー
プ
を
張
り
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
等
の

機
材
を
人
力
で
運
び
上
げ
た
。
溶
岩
が
地
表
で
硬
化
し
た
安
山
岩
は
堆
積
岩
よ
り

風
化
し
に
く
い
と
い
わ
れ
る
が
、
近
年
の
異
常
気
象
は
梵
字
が
岩
谷
一
帯
の
環
境

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
。
一
刻
も
早
い
山
道
復
旧
と
共
に
、
保
存
事
業
の
開
始
が
望

ま
れ
る
。

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
３
D
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
計
測
は
、EX

ASCAN

（Creaform
)(

図
五)

を
使
用
す
る
。
こ
の
ス
キ
ャ
ナ
は
、
反
射

タ
ー
ゲ
ッ
ト
シ
ー
ル
か
ら
自
ら
の
位
置
を

認
識
し
、
十
字
の
レ
ー
ザ
ー
か
ら
表
面
形

状
の
ポ
リ
ゴ
ン
（
三
角
形
の
組
み
合
わ
せ

で
物
体
を
表
現
す
る
要
素
）
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
上
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
生
成
す
る
。
計

測
対
象
に
直
径
一
cm
の
反
射
タ
ー
ゲ
ッ
ト

シ
ー
ル
を
一
０
cm
四
方
間
隔
に
貼
り
付
け
る
た
め
、
直
接
触
る
こ
と
が
で
き
な
い

国
宝
文
化
財
等
の
計
測
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
し
か
し
高
解
像
度
の
デ
ー
タ
を
取

得
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
ス
キ
ャ
ナ
で
計
測
で
き
な
い
高
所
の
月
輪
大
梵

字
は
、
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
たW

i-Fi

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ヘ
リ
コ
プ
タ
ーAR.D

rone

　

(Parrot)

を
使
用
し
て
画
像
を
撮
影
す
る
。
複
数
の
視
点
か
ら
撮
影
さ
れ
た
画

像
を
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
立
体
構
成
し
、
３
D
計
形
状
の
デ
ー
タ
を
得
る
。

　

調
査
対
象
は
、
以
下
の
A
〜
E
の
五
つ
で
あ
る
。

(A)
岩
壁
に
残
さ
れ
た
菩
薩
像
と
周
辺
部(

図
一)

(B)
覆
屋
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
崩
落
岩
石
上
の
菩
薩
像
と
周
辺
部(

図
三)

(C)
岩
壁
の
菩
薩
像
手
前
に
崩
落
し
て
い
る
岩
石
の
正
面
と
上
面(

図
六)

(D) 
岩
壁
の
菩
薩
像
向
か
っ
て
左
の
銘
文(

図
七)

(E)
三
つ
の
月
輪
大
梵
字(

図
八)

　

対
象
(B)
の
崩
落
岩
石
は
奥
行
き
が
約
三
m
で
、
崖
の
途
中
に
建
て
ら
れ
た
覆
屋

図 6《崩落岩石》

　　　　　　図 7《今熊野窟銘文》

　　図 5《ポータブルスキャナ》



内
（
ト
タ
ン
製
）
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
平
坦
で
な
い
地
盤
に
建
て
る
必
要
が

あ
っ
た
た
め
か
、
覆
屋
内
の
岩
石
周
り
に
空
間
が
殆
ど
な
く
、
菩
薩
像
向
か
っ
て

左
側
面
の
途
中
か
ら
ス
キ
ャ
ナ
用
機
材
が
入
ら
な
い
。
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
計
測
は

菩
薩
像
の
あ
る
正
面
と
左
側
面
の
手
前
か
ら
約
一
m
の
部
分
の
み
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
複
数
の
角
度
か
ら
覆
屋
内
の
岩
石
の
撮
影
を
行
い
、
画
像
処
理
に
よ
っ
て

３
D
デ
ー
タ
の
作
成
を
試
み
た
。
し
か
し
採
光
の
条
件
が
部
分
に
よ
っ
て
異
な
る

こ
と
と
、
至
近
距
離
の
撮
影
に
よ
る
画
像
の
歪
み
か
ら
画
像
同
士
の
連
結
が
難
し

く
、
有
効
な
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
ポ
ー
タ
ブ
ル

ス
キ
ャ
ナ
の
計
測
結
果
の
み
で
構
築
し
た
形
状
を
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
と
し
た
。

　
　

二
．
銘
文
の
解
読

対
象
(D)
の
計
測
結
果
を
元
に
、
岩
壁
の
菩
薩
像
向
か
っ
て
左
の
銘
文
の
解
読

を
行
っ
た
（
図
九
）。
こ
の
銘
文
は
鎌
倉
時
代
の
英
彦
山
を
語
る
重
要
な
文
章
で

あ
る
。
判
読
不
能
文
字
の
推
定
部
分
は
、
根
来
昭
仁(

一
九
八
三)
と
八
尋
和
泉

(

一
九
八
七)

が
解
読
し
た
先
行
研
究
(6)
を
参
考
に
し
て
い
る
（
□
で
表
示
し
た

後
の
括
弧
内
表
記
）。
根
来
が
拓
本
し
た
も
の
か
ら
八
尋
の
解
読
は
四
年
を
経
て

お
り
、
判
読
で
き
な
い
文
字
が
五
字
増
え
て
い
る
。
後
者
の
解
読
か
ら
二
六
年
経

た
現
在
、
３
D
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
銘
文
を

多
角
度
か
ら
観
察
し
判
読
で
き
た
も
の
が

三
文
字
あ
る
（
下
線
部
で
表
示
）。
異
体
字

と
し
て
「
彫
」
は
旁
を
「
久
」、「
等
」
は
「
ホ
」

に
近
い
形
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

大
勧
進
金
𡬺
佛
子

奉
書
寫
一
字
三
礼
如
□
□
（
法
経
）

奉
造
石
面
阿
弥
陀
三
□
（
尊
）

奉
建
立
三
所
権
現

奉
彫
〈
異
体
字
〉
石
面
月
輪
梵
字
大

□
（
日
）

右
志
者
為
僧
慶
春
師
長

貴
賤
霊
等
〈
異
体
字
〉
後
生
菩
提
及
□
（
至
）

平
等
利
益
供
養
如
件

　

嘉
禎
三
年
歳
次
丁
酉
六
月
十
□
（
根
来
は
「
九
」
八
尋
は
「
五
」）
日

　

梵
筆
両
界
院
門

　

金
𡬺
佛
子
僧 （
八
尋
は
「
像
」）

　

妙
文
房

銘
文
下
部
が
破
損
し
て
い
る
が
、
辛
う
じ
て
判
読
で
き
る
九
行
目
最
後
の
文
字

図 8《今熊野窟月輪大梵字と

覆屋》 W約 19m、1237 年

　　　　　　　図 9《銘文の 3Dデータ》



を
底
辺
と
考
え
る
と
、
高
さ
約
七
九
×
幅
一
二
五
cm
の
長
方
形
の
間
に
一
二
行
に

わ
た
り
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
３
D
デ
ー
タ
上
の
計
測
結
果
は
銘
文
表
面
の
形

状
の
み
な
ら
ず
、
拓
本
で
は
表
せ
な
い
彫
り
の
深
さ
を
表
現
す
る
こ
と
に
新
規
性

が
あ
る
。
銘
文
二
行
目
「
一
字
三
礼
如
（
法
経
）」
の
「
如
」、
三
行
目
「
阿
弥
陀

三
（
尊
）」
の
「
三
」、
五
行
目
の
「
月
輪
梵
字
大(

日)

」
の
「
大
」
は
、
上
部

か
ら
の
ア
ン
グ
ル
で
観
察
し
判
読
し
た
。

「
奉
書
寫
一
字
三
礼
（
如
法
経
）」
と
い
う
文
章
に
は
、
三
礼
し
な
が
ら
一
字
書

く
と
い
う
制
作
者
達
の
「
行
為
」
が
銘
文
と
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

こ
の
行
為
の
記
録
に
よ
っ
て
、
対
象
へ
の
畏
敬
や
信
仰
の
深
さ
を
思
い
諮
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
文
章
の
後
半
は
、
根
来
に
よ
る
と
「
法
華
経
を
書
写
し
（
埋
経

し
た
）」
と
解
読
さ
れ
、「
今
熊
野
窟
の
岩
壁
か
、
あ
る
い
は
付
近
に
経
塚
が
営
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」
と
分
析
さ
れ
て
い
る
(7)
。
筆
者
は
こ
の
記
述

を
裏
付
け
る
も
の
を
探
索
す
る
た
め
、
三
つ
の
月
輪
大
梵
字
の
中
央
の
梵
字
（
胎

蔵
界
大
日
如
来
）
の
下
部
に
あ
る
窟
（
現
在
は
直
接
登
る
ル
ー
ト
は
な
い
）
に
つ

い
て
空
撮
を
試
み
た
。
動
画
撮
影
か
ら
窟
内
に
約
五
０
㎤
の
物
体
を
確
認
し
た
た

め
、
後
日
踏
査
を
行
っ
た
。
し
か
し
こ
の
岩
石
は
窟
の
床
面
と
一
体
化
し
た
岩
石

で
あ
り
、
埋
経
と
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
こ
の
岩
石
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
第

三
章
に
譲
り
た
い
。

建
築
物
の
中
に
三
所
権
現
を
奉
っ
た
と
い
う
「
奉
建
立
三
所
権
現
」
と
い
う
文

章
か
ら
、
今
熊
野
窟
に
本
地
垂
迹
の
思
想
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
阿
弥
陀
三
尊
と
月
輪
大
梵
字
制
作
つ
い
て
は
、
そ
の
前
後
に
別
行
を
設
け
て
記

さ
れ
て
お
り
、
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
今
熊
野
窟
の
全
て
が
本
地
垂
迹
を
意
図

し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

三
．
３
D
デ
ー
タ
に
よ
る
阿
弥
陀
三
尊
像
の
分
析

　
　
　
（
一
）
阿
弥
陀
三
尊
で
あ
る
か
ど
う
か

対
象
(A)
〜
(C)
の
各
計
測
結
果
を
３
D
デ
ー
タ
で
表
現
し
、
岩
壁
の
菩
薩
像
(A)
と

崩
落
岩
石
 (B)
、 (C)
の
関
係
に
つ
い
て
、三
次
元
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
処
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
「Rapidform

」
内
で
考
察
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
各
計
測
結
果
を
、
実
測
八
分

の
一
ス
ケ
ー
ル
で
立
体
プ
リ
ン
タ
ーZprinter650 (3D

System
s)

に
よ
っ
て
出

力
し
、
岩
石
同
士
の
組
み
合
わ
せ
等
を
検
証
し
た
。
ま
ず
、
菩
薩
像
(A)
向
か
っ
て

右
上
部
分
に
二
重
の
輪
光
の
線
刻
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
覆
屋
内
の
菩
薩
像
(B)

の
光
背
（
舟
形
挙
身
光
）
と
比
べ
る
と
、曲
線
の
ア
ー
ル
や
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
。

よ
っ
て
こ
の
輪
光
は
菩
薩
像
(B)
の
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
大
型
の
仏
像
（
阿
弥
陀

如
来
像
）
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。

次
に
、
崩
落
岩
石
(C)
に
残
る
線
刻
と
菩
薩
像
(A)
の
光
背
の
線
刻
に
注
目
す
る
。

菩
薩
像
(A)
の
岩
石
、
菩
薩
像
(B)
の
岩
石
を
合
わ
せ
た
上
に
、
崩
落
岩
石
(C)
を
反
時

計
回
り
に
四
五
度
回
転
し
組
み
合
わ
せ
る
と
、
菩
薩
像
(A)
の
下
裳
と
舟
形
挙
身
光

の
線
刻
が
、
(C)
の
線
刻
と
正
確
に
繋
が
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
図
一
０
）。
こ
の

配
置
で
、
立
体
プ
リ
ン
ト
し
た
(A) 

 (B) 

 (C)
を
組
み
合
わ
せ
た
。

組
み
合
わ
さ
れ
た
立
体
の
形
状
を
観
察
す
る
と
、
中
央
に
配
さ
れ
た
仏
像
の
裳

懸
座
上
面
の
水
平
な
ラ
イ
ン
や
輪
光
の
線
刻
、
仏
像
向
か
っ
て
左
肩
か
ら
膝
ま
で

の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
微
か
に
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
繋
げ
る
と
、
中

央
に
配
さ
れ
て
い
た
仏
像
は
座
像
と
推
測
さ
れ
る
。
中
央
に
輪
光
を
伴
っ
た
大



型
の
仏
像
座
像
、
向
か
っ
て
左
に
舟
形
光

背
を
伴
っ
た
菩
薩
立
像
（
合
掌
す
る
姿
）、

向
か
っ
て
右
に
舟
形
光
背
を
伴
っ
た
菩
薩

像
（
左
手
に
蓮
華
の
持
物
）
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
、
中
央
(C)

を
主
尊
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
、
向
か
っ
て

左
(A)
を
右
脇
侍
の
勢
至
菩
薩
像
、
向
か
っ

て
右
(B)
を
左
脇
侍
の
観
音
菩
薩
像
と
す
る

「
阿
弥
陀
三
尊
像
」
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　
　
（
二
）
菩
薩
像
の
比
較

今
熊
野
窟
の
磨
崖
石
仏
に
つ
い
て
、
勢
至
菩
薩
像
(A)
の
衣
紋
に
崩
れ
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
こ
の
菩
薩
像
と
観
音
菩
薩
像
(B)
の
顔
の
趣
が
異
な
る
こ
と
を
複
数
の
研

究
者
が
指
摘
し
て
い
る
。
仏
像
美
術
史
研
究
者
の
大
西
修
也
は
、
こ
の
勢
至
菩
薩

像
の
崩
れ
に
つ
い
て
「
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
の
か
つ
山
岳
地
の
作
品
で
あ

れ
ば
、衣
摺
に
簡
素
化
や
く
ず
れ
が
現
わ
れ
た
と
し
て
も
い
た
し
か
た
あ
る
ま
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
像
の
側
面
観
で
、
腹
部
を
中
心
に
く
の
字
形
を
呈
す
る
体
躯
に

は
い
ま
だ
張
り
が
あ
り
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
も
整
っ
て
い
て
美
し
い
(8)
」
と
表
現

し
、
中
央
か
ら
の
距
離
を
理
由
の
ひ
と
つ
に
考
え
て
い
る
。
八
尋
和
泉
は
二
躰
の

仏
像
の
作
風
(9)
に
注
目
し
、「
体
部
に
か
か
る
条
早
、
天
衣
、
裳
な
ど
の
襞
の
扱

い
が
な
ぜ
こ
の
様
に
異
な
り
、
こ
の
造
像
形
式
の
差
異
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
阿
弥
陀
三
尊
像
の
両
脇
侍
像
の
こ
の
よ
う
な
形
式
上
の
差
異
は
木
彫
像

で
は
余
り
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
場
合
は
注
文
者
の
意

志
や
手
本
に
な
る
も
の
に
も
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
加
え
て
仏
師
の
力
量
も

無
関
係
と
は
言
え
ず
謎
め
い
た
も
の
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
(10)
」
と
指
摘
し

た
。
さ
ら
に
八
尋
は
阿
弥
陀
三
尊
と
右
脇
侍
に
地
蔵
善
薩
を
配
す
る
形
式
と
が
重

な
り
合
っ
た
可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る
。
左
脇
侍
（
こ
の
場
合
は
観
音
菩
薩
）
を

重
ん
じ
る
仏
教
的
思
考
か
ら
、
力
の
あ
る
仏
師
が
左
脇
侍
を
彫
刻
し
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
(11)
。

こ
れ
ら
の
考
察
を
も
と
に
、
同
じ
作
者
で
あ
れ
ば
違
い
が
出
に
く
い
両
脇
侍
の

顔
の
形
状
に
注
目
し
、
比
較
を
行
っ
た
。
観
音
菩
薩
(B)
は
頭
部
に
破
損
が
あ
る
た

め
、
頭
部
半
分
の
３
D
デ
ー
タ
を
反
転
さ
せ
て
雌
型
を
作
っ
た
。
両
脇
侍
頭
部
の

雌
形
を
、
石
粉
粘
土
で
キ
ャ
ス
ト
し
た(

図
一
一)

。
立
体
形
状
を
比
較
す
る
と
、

勢
至
菩
薩
(A)
よ
り
観
音
菩
薩
(B)
の
方
が
若
干
頭
頂
は
高
い
。観
音
菩
薩
(B)
の
顔
は
、

切
れ
長
の
目
を
持
ち
、面
長
で
あ
る
。そ
れ
に
比
べ
る
と
勢
至
菩
薩
(A)
の
顔
は
ふ
っ

く
ら
と
丸
く
、顎
も
短
い
。
こ
れ
は
彫
刻
制
作
を
専
門
と
す
る
筆
者
か
ら
み
る
と
、

造
形
的
に
「
子
供
」
の
顔
で
あ
る
。
勢
至

菩
薩
像
は
常
時
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
状
態
で
あ
り
、
覆
屋
内
の
観
音
菩
薩
像

と
違
い
表
面
形
状
の
摩
耗
が
進
ん
で
い

る
。
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
、
や
は
り
観

音
菩
薩
像
制
作
者
の
力
量
の
高
さ
が
際

立
っ
て
い
る
。
し
か
し
双
方
の
菩
薩
像
の

体
躯
の
張
り
や
、
丸
み
を
帯
び
た
童
顔
の

　　　 図 10《(A)(B)(C) を組み合わせた 3Dデータ》

図 11《普賢菩薩（左）と観音菩薩（右）

頭部の比較》



造
形
か
ら
伝
わ
る
瑞
々
し
い
明
る
さ
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
造
形
的
特
徴

は
「
童
子
（
天
童
信
仰
(12)
）」
を
重
ん
じ
る
英
彦
山
修
験
道
の
思
想
を
彷
彿
と
さ

せ
る
。

　
　
（
三
）
阿
弥
陀
如
来
像
の
復
元

計
測
結
果
(A) 

 (B) 

 (C)
を
縮
小
し
、
立
体
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
出
力
し
た
も
の

を
組
み
合
わ
せ
、
中
央
に
配
さ
れ
た
仏
像
に
つ
い
て
考
察
お
よ
び
復
元
を
行
う
。

前
述
し
た
通
り
、
向
か
っ
て
左
(A)
を
右
脇
侍
の
勢
至
菩
薩
像
、
向
か
っ
て
右
(B)
を

左
脇
侍
の
観
音
菩
薩
像
、
中
央
(C)
を
主
尊
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
の
痕
跡
が
残
る
も

の
と
す
る
。

中
央
に
大
型
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
と
、
脇
侍
に
菩
薩
立
像
を
配
し
た
磨
崖
石
仏

と
し
て
、同
じ
北
部
九
州
に
あ
る
臼
杵
阿
弥
陀
三
尊
（
ホ
キ
石
仏
第
二
群
第
一
龕
、

一
二
世
紀
）
(13)
と
、
今
熊
野
窟
磨
崖
仏
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
延
応
二
年(

一
二
四
０)

に
作
ら
れ
た
藤
尾
磨
崖
仏
(14)
、
そ
し
て
英
彦
山
の
銅
の
鳥
居
横
に
あ
る
如
来
座
像

（
図
一
二
）
の
造
形
を
参
考
に
し
て
、
復
元
を
試
み
た
。

対
象
(A) 

(C)
の
光
背
、
お
よ
び
阿
弥
陀
菩
薩
像
の
肩
か
ら
裳
懸
座
ま
で
の
ア
ウ

ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
凹
凸
を
別
紙
に
写
し
取
り
な
が
ら
確
認
し
た
。
向
か
っ
て

左
上
の
頂
髻
部
分
、
右
側
の
耳
輪
か
ら
三
道
に
か
け
て
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
の
凹
凸

が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
頭
部
の
ス
ケ
ー
ル
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
ら
の
表
面
形
状
を
も
と
に
、
阿
弥
陀
如
来
像
を
想
定
し
て
図
像
を
描
い
た (

図

一
三)

。
さ
ら
に
、
対
象
(C)
の
表
面
に
阿
弥
陀
仏
座
像
と
、
向
か
っ
て
左
側
の
輪

光
を
立
体
的
に
復
元
し
た(

図
一
四)

。

復
元
さ
れ
た
阿
弥
陀
像
の
全
高
は
実
寸
で
約
一
九
八
cm
、
像
高
は
約
一
三
六
cm

と
な
っ
た
。
勢
至
菩
薩
像
(A)
の
全
高
は
約
一
五
六
 cm
、
像
高
は
約
一
一
二
 cm
で
あ

り
、
阿
弥
陀
如
来
像
の
ス
ケ
ー
ル
は
脇
侍
の
菩
薩
像
の
約
一
・
二
倍
で
あ
っ
た
。

阿
弥
陀
如
来
像
の
陽
刻
部
分
の
厚
み
に
つ
い
て
、
残
存
す
る
勢
至
菩
薩
像
(A)
の

上
部
に
あ
る
彫
刻
を
施
す
前
の
岩
壁
表
面
か
ら
推
測
し
て
み
る
。
菩
薩
像
は
岩
壁

の
レ
ベ
ル(
深
さ)

か
ら
、
舟
形
挙
身
光
を
凹
面
に
彫
り
込
み
、
岩
壁
表
面
と
の

レ
ベ
ル
差
を
利
用
し
て
菩
薩
像
を
陽
刻
し
て
い
る
。
主
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
も

元
々
の
岩
壁
表
面
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
陽
刻
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
岩
壁
に
残
さ

図 12《英彦山・

銅の鳥居横の如

来像）》

　　図 13《阿弥陀三尊復元想像図》

　　　　　図 14《阿弥陀三尊復元立体》



れ
た
光
背
の
表
面
上
の
ア
ー
ル
を
延
長
し
て
想
定
す
る
と
、
阿
弥
陀
如
来
像
は
実

寸
約
二
五
cm
以
内
の
深
さ
の
レ
ベ
ル
で
陽
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
覆

屋
の
観
音
菩
薩
像
(B)
も
合
わ
せ
た
岩
壁
全
体
の
形
状
を
鑑
み
る
と
、
阿
弥
陀
三
尊

像
は
岩
壁
の
曲
が
り
角
に
あ
た
る
凸
面
を
利
用
し
て
、
主
尊
が
前
に
競
り
出
る
よ

う
に
造
形
さ
れ
て
い
る
。放
射
線
状
に
広
が
る
よ
う
に
三
尊
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

実
際
よ
り
大
き
く
迫
力
を
感
じ
さ
せ
る
造
形
的
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
し
か
し
阿
弥
陀
如
来
像
の
み
が
、
薄
く
削
が
れ
た
よ
う
に
紛
失
し
て
い

る
こ
と
に
、
筆
者
は
不
自
然
さ
を
感
じ
る
。
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
脇
侍
ほ
ど

凹
面
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
な
い
空
間
に
造
形
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
岩
壁
と
仏
像

の
隙
間
に
雨
水
が
入
り
込
み
崩
壊
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
ま
た
廃
仏
毀
釈
の
犠
牲
に
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
磨
崖
面
向
か
っ

て
右
の
覆
屋
の
観
音
菩
薩
像
を
含
む
岩
石
は
、
目
測
で
十
二
t
近
く
あ
り
、
落
下

時
の
衝
撃
に
よ
る
自
然
崩
壊
の
可
能
性
も
あ
る
。

八
尋
和
泉
は
、
明
治
四
七
年
に
書
か
れ
た
『
英
彦
山
案
内
記
』
に
今
熊
野
窟
の

説
明
と
し
て
「
隣
壁
に
三
尊
の
影
を
刻
み
」
と
い
う
文
章
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

あ
げ
、
明
治
期
ま
で
は
阿
弥
陀
三
尊
が
残
っ
て
い
た
の
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い

る
(15)
。
筆
者
も
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
考
え
て
い
る
。
廃
仏
毀
釈
の
際
、
石
像
美

術
全
体
を
砕
く
の
で
は
な
く
、
一
部
を
破
壊
す
例
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
例
え

ば
石
仏
に
つ
い
て
は
首
を
落
と
す
か
、
顔
を
削
ぐ
こ
と
で
破
壊
し
た
と
見
立
て
る

等
で
あ
る
（
図
十
二
）。
英
彦
山
の
宝
篋
印
塔
の
よ
う
に
、
破
壊
を
免
れ
る
た
め

に
手
を
加
え
た
例
も
あ
る
。
現
在
の
今
熊
野
窟
の
よ
う
な
磨
崖
面
そ
の
も
の
の
崩

落
は
、
近
年
の
自
然
崩
壊
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
筆
者
は
『
英
彦
山
案

内
記
』
内
の
「
影
を
刻
み
」
と
い
う
文
言
に
注
目
し
た
い
。
も
し
阿
弥
陀
三
尊
像

が
、
磨
崖
面
に
残
存
す
る
勢
至
菩
薩
の
よ
う
に
陽
刻
部
分
が
明
確
に
残
っ
て
い
た

な
ら
ば
、「
影
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
明
治
期
の
主
尊
の

阿
弥
陀
如
来
像
は
既
に
「
人
為
的
に
削
が
れ
た
状
態
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今

熊
野
窟
で
は
廃
仏
毀
釈
の
際
「
主
尊
を
破
壊
す
る
」
こ
と
で
全
体
を
破
壊
し
た
と

見
立
て
た
可
能
性
は
あ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
磨
崖
面
破
損
の
過
程
を
整
理
す
る

と
、
ま
ず
磨
崖
面
向
か
っ
て
右
の
観
音
像
を
含
む
岩
石
が
直
下
に
崩
落
し
た
後
、

横
滑
り
す
る
形
で
谷
底
に
落
ち
、
最
後
に
菩
薩
像
面
を
底
に
し
て
立
ち
上
が
り
よ

う
に
止
ま
る
。
停
止
直
前
に
彫
刻
面
を
下
に
し
て
立
ち
上
が
っ
た
た
め
、
底
辺
部

に
あ
た
る
観
音
像
の
破
損
が
少
な
い
状
態
と
な
る
。
落
下
の
衝
撃
で
、
中
央
の
阿

弥
陀
如
来
像
跡
を
含
む
岩
石
も
、磨
崖
面
手
前
に
（
彫
刻
面
を
下
に
し
た
状
態
で
）

崩
落
し
た
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
考
え
ら
れ
る
。

阿
弥
陀
如
来
像
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
熊
野
窟
磨
崖
仏
は
文

化
財
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
阿
弥
陀
如
来
像
の
破
片
は
既
に
参
拝
者

に
持
ち
去
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
為
的
に
隠
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も

視
野
に
い
れ
、
探
索
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
状
で
は
、
阿
弥
陀
如
来
像

の
彫
刻
跡
に
鑑
賞
者
の
足
が
触
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
早
急
な
保
護
が
必
要
で
あ

る
。

第
三
章　

月
輪
大
梵
字

　
　

一
、
英
彦
山
山
伏
の
芸
術
的
感
性

最
後
に
、
阿
弥
陀
三
尊
像
向
か
っ
て
左
に
位
置
す
る
月
輪
大
文
字
の
分
析
を
行



う
。
今
熊
野
窟
に
は
三
つ
の
梵
字
が
、
岩
壁
表
面
に
幅
約
一
九
m
に
わ
た
っ
て
刷

毛
書
薬
研
彫
り
と
い
う
技
法
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
て
い
る
(16)
。
前
掲
し
た
岩
壁
の
上

部
か
ら
、巨
大
な
梵
字
が
鑑
賞
者
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
お
り
、

圧
倒
的
な
存
在
感
と
威
厳
を
放
っ
て
い
る
。

各
梵
字
は
磨
崖
面
を
円
形
に
一
段
平
に
彫
り
窪
め
た
月
輪
面
に
陰
刻
さ
れ
て
い

る
。
梵
字
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
V
字
型
に
線
刻
さ
れ
て
お
り
、
断
面
か
ら
み
る
と

外
側
の
エ
ッ
ジ
を
鋭
く
際
立
た
せ
、
内
側
は
な
だ
ら
か
に
処
理
さ
れ
て
い
る
（
図

十
五
）。
そ
の
た
め
、
文
字
全
体
が
か
ま
ぼ
こ
型
に
陽
刻
さ
れ
た
よ
う
に
、
美
し

く
浮
き
出
し
て
見
え
る
。
さ
ら
に
特
徴
的
な
表
現
方
法
と
し
て
、刷
毛
書
の
線（
梵

調
）
の
中
心
に
一
本
の
線
刻
が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
線
が
刷
毛
の
豪
快
な
動
勢

を
強
調
し
て
い
る
。
中
心
に
あ
る
線
刻
は
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
施
さ
れ
た
も
の
よ

り
浅
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
刷
毛
書
の
筆
運
び
の
力
強
さ
と
優
美
さ
が
強
調
さ

れ
た
、
芸
術
性
豊
か
な
造
形
と
い
え
よ
う
。

弘
長
四
年(

一
二
六
四)

に
英
彦
山
山
伏
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
た
と
さ
れ
る
清
水

磨
崖
仏
月
輪
梵
字(

鹿
児
島
県)

(17) 

の
刷
毛
書
薬
研
彫
り
は
、
文
字
の
線
全
体
が

V
字
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

薬
研
彫
り
の
梵
字
は
、
高
低
差
と
し
て
梵
調

の
中
心
が
一
番
深
く
彫
ら
れ
て
い
る
事
例
が

多
く
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
と
中
心
に
線
刻
を
施

し
て
い
る
も
の
は
ま
れ
で
あ
る
。
今
熊
野
窟

の
表
現
方
法
は
、
月
輪
内
の
面
積
に
対
す
る

文
字
部
分
の
割
合
を
増
や
し
、
よ
り
強
く
勇

猛
な
表
現
を
実
現
し
て
い
る
。線
の
中
心
に
線
刻
を
施
し
た
今
熊
野
窟
の
梵
字
は
、

梵
字
真
下
の
窟
か
ら
仰
ぎ
観
て
も
刷
毛
書
き
の
筆
の
動
き
を
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
る(

V
字
型
陰
刻
の
場
合
、
線
の
中
心
を
真
下
か
ら
認
識
す
る
こ
と
は
難
し

い)

。
実
際
に
、
筆
者
は
こ
の
梵
字
の
真
下
に
あ
る
窟
ま
で
登
り
梵
字
を
見
上
げ

た
が
、
梵
字
内
の
中
心
に
あ
る
線
刻
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
初
ど
の
位

置
か
ら
遥
拝
し
て
い
た
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
月
輪
大

梵
字
は
視
野
角
度
が
狭
い
位
置
か
ら
で
も
、
刷
毛
書
き
の
美
し
さ
を
堪
能
で
き
る

優
れ
た
意
匠
で
あ
る
。
こ
の
意
匠
上
の
工
夫
に
は
「
陰
影
の
効
果
」
を
熟
知
し
た

英
彦
山
山
伏
独
特
の
芸
術
的
感
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
技
法

は
制
作
上
の
労
力
に
つ
い
て
も
、
彫
り
込
む
量
の
軽
減
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ

れ
は
視
野
角
度
に
配
慮
し
つ
つ
、
平
坦
な
地
形
が
殆
ど
な
い
今
熊
野
窟
に
お
い
て

作
業
効
率
を
あ
げ
、
か
つ
剛
毅
な
デ
ザ
イ
ン
性
を
具
現
化
す
る
優
れ
た
表
現
方
法

と
い
え
る
。

刷
毛
書
き
薬
研
彫
り
と
し
て
梵
調
が
V
字
に
陰
刻
さ
れ
た
中
央
の
稜
線
は
「
筆

図 15《今熊野窟・胎蔵界大日如

来（部分）》

図 16《青木磨崖仏月輪大梵字・

釈迦如来》直径 115cm、推定鎌

倉時代、熊本県

図 17《今熊野窟・釈迦如来》



先
」
が
通
る
道
筋
と
し
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
中
心
よ
り
や
や
端
に
寄
っ
て
刻
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
梵
字
の
構
成
要
素
と
し
て
空
点
お
よ
び
涅
槃
点
（
磨
崖

梵
字
で
は
四
角
形
で
表
現
さ
れ
る
場
合
が
多
い
）
(18)
を
打
つ
場
合
は
、
四
角
の
頂

点
か
ら
稜
線
が
中
心
に
向
か
っ
て
伸
び
、
一
番
深
い
レ
ベ
ル
で
稜
線
が
結
ば
れ
る

こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
こ
の
稜
線
は
、
四
角
の
頂
点
を
結
ぶ
「
×
印
」
状

の
対
角
線
と
し
て
存
在
す
る
（
図
十
六
）。
一
方
、
線
刻
で
表
現
さ
れ
た
今
熊
野

窟
月
輪
大
梵
字
に
お
け
る
胎
蔵
界
大
日
如
来
の
種
子
の
空
点
、
ま
た
釈
迦
如
来
種

子
の
涅
槃
点
に
は
、各
辺
の
中
点
を
結
ぶ
「
十
字
」
の
線
刻
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
図

十
七
）。
こ
の
月
輪
大
梵
字
の
点
の
線
刻
は
漢
字
表
記
の
「
田
」
の
よ
う
に
、
分

割
さ
れ
た
各
要
素
が
四
角
形
と
な
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
今
熊
野
窟
の
梵

字
は
V
字
型
の
刷
毛
書
き
薬
研
彫
り
の
稜
線
の
再
現
で
も
な
く
、
筆
先
の
通
り
道

で
も
な
い
。
も
し
対
角
線
を
結
ぶ
×
印
の
線
刻
を
刻
ん
だ
な
ら
ば
、
線
に
よ
っ
て

分
割
さ
れ
る
形
は
三
角
形
に
な
り
、
鋭
利
で
繊
細
な
印
象
に
な
っ
て
し
ま
う
。
今

熊
野
窟
の
空
点
、
涅
槃
点
に
お
け
る
十
字
型
の
線
刻
表
現
は
、
勇
猛
な
表
現
を
目

指
す
英
彦
山
山
伏
の
意
図
と
必
然
性
に
よ
っ
て
敢
え
て
選
ば
れ
た
も
の
、
と
筆
者

は
考
え
る
。

　
　

二
、
制
作
工
程

こ
れ
ら
の
月
輪
大
梵
字
は
、
ど
の
よ
う
な
足
場
を
確
保
し
て
制
作
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
梵
字
下
部
の
崖
は
、
鳥
居
が
あ
る
平
坦
な
道
に
届
く
ま
で
約
六
０
m
続

い
て
い
る
。
足
場
を
組
む
と
す
れ
ば
、
崖
の
途
中
に
穴
を
穿
ち
、
土
台
と
な
る
竹

も
し
く
は
木
材
を
差
し
込
む
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
巨
岩
信
仰
が
あ
る
英
彦
山
に

お
い
て
、
積
極
的
に
施
行
の
跡
を
磨
崖
面
に
残
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
梵
字
真
下
の
窟
を
利
用
し
て
足
場
を
組
ん
だ
可
能
性
が
高

い
。
梵
字
が
岩
は
凝
灰
岩
の
上
に
安
山
岩
が
積
層
さ
れ
て
お
り
、
月
輪
大
梵
字
や

磨
崖
石
仏
像
は
安
山
岩
部
分
に
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
下
部
の
凝
灰
岩
部
分
は
柔
ら

か
く
侵
食
さ
れ
や
す
い
た
め
、
安
山
岩
と
の
境
目
が
帯
状
に
抉
れ
た
窟
に
な
っ
て

い
る
。
磨
崖
面
向
か
っ
て
左
（
釈
迦
如
来
）
と
中
央
の
梵
字
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
）

下
部
の
窟
は
繋
が
っ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
の
梵
字
（
阿
弥
陀
如
来
）
手
前
で
帯

状
の
窟
が
途
切
れ
、
垂
直
の
岩
壁
が
切
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
磨
崖
面
の
右

側
面
に
目
を
移
す
と
、
同
じ
高
さ
か
ら
水
平
方
向
に
帯
状
の
窟
が
再
開
し
、
銘
文

と
勢
至
菩
薩
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
岩
壁
へ
と
続
く
。

英
彦
山
流
記
に
「
今
熊
野
窟
に
は
通
り
窟
と
腰
窟
が
あ
り
、
腰
窟
に
は
千
手
観

音
を
奉
っ
て
い
た
。
八
間
（
約
一
五
m
）
に
わ
た
る
伽
藍
が
築
か
れ
て
い
た
(19)
」

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
本
来
は
帯
状
の
窟
が
右
の
梵
字
下
ま
で
続
い
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
阿
弥
陀
如
来
の
梵
字
部
分
は
三
文
字
の
中
で
最
も
前
面
に
せ
り
出

し
て
お
り
、
窟
が
続
い
て
い
な
け
れ
ば
足
場

の
確
保
は
難
し
い
。
阿
弥
陀
如
来
の
梵
字
向

か
っ
て
右
か
ら
始
ま
る
水
平
方
向
の
窟
の
天

井
部
分
と
底
面
に
、
約
一
五
㎠
の
四
角
形
の

穴
が
穿
っ
て
あ
る
（
図
一
八
）。
石
彫
の
専

門
家
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
角
材
を
立
て
、
テ

ラ
ス
の
よ
う
に
足
場
を
張
り
出
し
て
阿
弥
陀

如
来
の
梵
字
制
作
を
行
っ
た
か
、
も
し
く
は

覆
屋
を
建
設
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
の

　　　　　図 18《今熊野窟内の穴》



こ
と
で
あ
っ
た
(19)
。
こ
の
部
分
か
ら
岩
壁
向
か
っ
て
右
方
向
に
約
十
五
m
進
む
と
、

手
水
舎
の
よ
う
に
人
為
的
に
彫
ら
れ
た
四
角
形
の
穴
（
約
二
０
㎠
）
が
あ
り
石
清

水
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
英
彦
山
流
記
の
記
述
を
参
考
に
す
る
と
、
磨
崖

面
向
か
っ
て
左
二
文
字
の
月
論
梵
字
直
下
の
水
平
方
向
の
窟
を
「
通
り
窟
」、
銘

文
が
存
在
す
る
岩
壁
下
部
の
窟
を
「
腰
窟
」
と
呼
び
、
腰
窟
に
懸
造
（
か
け
づ
く

り
）
の
建
築
物
を
造
り
、
最
奥
に
千
手
観
音
像
を
奉
っ
た
光
景
が
想
像
さ
れ
る
。

覆
屋
の
観
音
菩
薩
像
の
光
背
部
分
に
、
幅
約
一
・
五
cm
の
鑿
跡
が
複
数
確
認
で

き
た
。
石
彫
に
お
い
て
平
面
部
分
を
整
え
る
工
具
と
し
て
羽
ト
ン
ボ
を
使
用
す
る

が
、
そ
れ
に
し
て
は
切
削
跡
の
幅
が
狭
い
。
凹
面
を
平
面
に
整
え
る
と
い
う
難
し

さ
も
あ
り
、
羽
ト
ン
ボ
で
は
な
く
指
幅
程
の
平
鑿
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
今
熊
野
窟
付
近
に
あ
っ
た
約
三
０
㎤
の
岩
石
（
安
山
岩
）
を
、
石
彫
家
に

彫
っ
て
も
ら
っ
た（
図
一
九
）。ま
ず
線
刻
の
中
心
と
な
る
溝
を
彫
り
、溝
に
向
か
っ

て
約
一
cm
間
隔
で
左
右
か
ら
鑿
を
入
れ
る
。
長
さ
一
０
cm
の
線
刻
を
制
作
す
る
の

に
所
要
時
間
は
二
〜
三
分
で
あ
っ
た
。
切
削
後
、
水
と
と
も
に
石
彫
面
を
砥
石
で

研
ぐ
行
程
が
入
る
。
足
場
と
水
が
確
保
で
き
れ
ば
、
熟
練
し
た
石
工
な
ら
ば
一
つ

の
梵
字
を
一
ヶ
月
程
で
彫
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

規
模
の
月
輪
大
梵
字
を
制
作
す
る
た
め
に
は
、
複
数
の
制
作
者
が
関
わ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。

英
彦
山
山
伏
が
制
作
し
た
と
さ
れ
る
鹿
児
島
県
の
清
水
月
輪
大
梵
字
は
、
現
れ

た
彗
星
を
凶
兆
と
し
弘
長
四
年
（
一
二
六
四
）
二
月
に
彫
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

古
代
史
を
精
査
し
た
上
村
純
一
は
、
こ
の
彗
星
は
一
二
六
四
年
七
月
か
ら
一
二
月

ま
で
の
比
較
的
長
い
期
間
現
れ
た
と
し
て
い
る
(20)
。
と
す
れ
ば
、
清
水
月
輪
大
梵

字
は
史
実
に
記
さ
れ
て
い
る
期
日
よ
り
五
ヶ
月
も
前
に
、
制
作
が
完
了
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
弘
長
年
間
は
一
二
六
四
年
二
月
二
八
日
に
文
永
に
改
元
さ
れ
て
お

り
、
銘
文
の
期
日
記
載
の
間
違
い
は
考
え
ら
れ
な
い
。
英
彦
山
山
伏
が
彗
星
に
い

ち
早
く
気
づ
い
た
と
し
て
も
、
清
水
磨
崖
仏
ま
で
直
線
距
離
約
二
四
０
km
の
道
の

り
(21)
を
移
動
す
る
日
数
を
鑑
み
る
と
、
充
分
な
制
作
時
間
を
割
い
て
い
な
い
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
何
か
の
異
変
に
対
し
て
素
早
く
反
応
し
、
行

動
す
る
こ
と
に
価
値
を
置
く
英
彦
山
山
伏
た
ち
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

月
輪
大
梵
字
の
中
央
の
梵
字
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
）
の
下
部
に
あ
る
窟
へ
の

ル
ー
ト
は
、
現
在
崩
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
崖
を
直
接
登
り
踏
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
窟
に
は
床
面
と
一
体
化
し
た
約
五
０
㎤
の
岩
石
が
あ
っ
た
（
図

二
０
）。
筆
者
は
こ
の
岩
石
と
大
日
如
来
月
輪
大
梵
字
の
中
心
軸
が
一
致
す
る
こ

と
に
気
づ
い
た
。
窟
を
人
工
的
に
作
ら
な
け
れ
ば
、
岩
石
を
こ
の
場
所
に
配
置
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
と
も
と
窟
の
中
に
あ
っ
た
突
起
物
に
山
伏
達
が
神
秘
的

な
力
を
感
じ
、
そ
の
真
上
に
月
輪
大
梵
字
の
主
尊
を
配
し
た
か
、
も
し
く
は
制
作

用
の
足
場
を
設
置
す
る
目
的
で
こ
の
突
起
物
を
人
為
的
に
彫
り
出
し
た
可
能
性
が

　　　図 19《制作方法の検証》

図 20《月輪大梵字下部の窟と

突起物》 



考
え
ら
れ
る
。
な
お
磨
崖
面
向
か
っ
て
左
に
位
置
す
る
釈
迦
如
来
の
梵
字
下
の
窟

に
は
、
こ
の
よ
う
な
突
起
物
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　
　

三
、
月
輪
大
梵
字
の
ス
ケ
ー
ル
の
比
較

英
彦
山
流
記
の
記
述
を
参
考
に
す
る
と
、
今
熊
野
窟
の
三
つ
の
月
輪
大
梵
字
の

中
心
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
（
ア
ー
ン
ク
）
向
か
っ
て
左
が
釈
迦
如
来
（
バ
ク
）、

右
が
阿
弥
陀
如
来
（
ア
、ま
た
は
キ
リ
ー
ク
）
と
な
り
、英
彦
山
の
本
地
垂
迹
「
中

岳
・
千
手
観
音
、
北
岳
・
阿
弥
陀
如
来
、
南
岳
・
釈
迦
如
来
」
と
一
致
し
な
い
（
図

二
一
）。
熊
野
三
山
の
本
地
垂
迹
「
本
宮
大
社
・
阿
弥
陀
如
来
、
速
玉
大
社
・
薬

師
如
来
、
那
智
大
社
・
千
手
観
音
）
と
も
一
致
せ
ず
、
今
熊
野
窟
に
こ
れ
ら
の
梵

字
が
配
さ
れ
た
意
図
は
定
か
で
は
な
い
。

今
熊
野
窟
の
月
論
大
梵
字
の
種
字
の
選
択
や
配
置
に
関
し
て
、
明
確
な
根
拠
を

示
す
資
料
は
存
在
し
な
い
が
、
斉
藤
彦
松
の
種
子
字
研
究
の
中
で
、
最
も
信
仰
を

聚
め
た
八
仏
を
選
定
し
て
配
記
し
た
も
の
が
あ
る
(23)
。
斉
藤
に
よ
る
と
、
一
・
中

央
日
本
仏
教
根
本
仏
「
大
日
如
来
、
釈
迦
如
来
」、
二
・
二
大
信
仰
仏
「
薬
師
如
来
、

阿
弥
陀
如
来
」、
三
・
二
大
信
仰
菩
薩
「
地
蔵
菩
薩
、
観
世
音
菩
薩
」、
四
・
二
大
護

法
尊
「
毘
沙
門
天
（
多
聞
天
）、
不
動
明
王
」
と
分
類
さ
れ
る
。
根
本
仏
が
最
も

重
要
度
が
高
く
、
順
を
追
っ
て
脇
に
配
さ
れ
る
。
こ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
参
考
に

す
る
と
、
今
熊
野
窟
の
月
輪
梵
字
は
根
本
仏
二
つ
と
、
信
仰
仏
一
つ
を
配
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
中
央
に
胎
蔵
界
大
日
如
来
を
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
峰
入
り
の

際
、
英
彦
山
が
胎
蔵
界
と
見
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
関
係
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の

考
察
か
ら
現
時
点
で
わ
か
る
こ
と
は
、
月
輪
大
梵
字
の
制
作
意
図
は
本
地
垂
迹
に

倣
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
窟
の
造
形
は
、
よ
り
大
き
な
枠

組
み
の
世
界
観
に
お
い
て
「
英
彦
山
を
ど
う
位
置
付
け
る
の
か
」
と
い
う
問
題
意

識
を
持
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
つ
の
月
輪
大
梵
字
は
左
右
に
配
さ
れ
た
梵
字
の
大
き
さ
が
若
干
違
う
。
各
梵

字
の
直
径
を
測
る
た
め
、
ス
ケ
ー
ル
と
と
も
に
空
撮
し
、
キ
ャ
ド
ソ
フ
ト
で
３

D
デ
ー
タ
化
を
行
っ
た
（
図
二
二
）。
そ
の
結
果
、
胎
蔵
界
大
日
如
来
は
直
径
約

二
六
四
cm
（
約
八
尺
九
寸
）
釈
迦
如
来
は
直
径
約
二
二
四
cm
（
約
七
尺
六
寸
）
阿

弥
陀
如
来
は
直
径
約
二
０
三
 cm
（
約
六
尺
八
寸
）
と
な
っ
た
(24) 
。
中
心
と
左
の

梵
字
の
直
径
の
差
は
四
０
 cm
（
約
一
三
寸
）、
左
の
梵
字
と
右
の
も
の
と
の
差
は

二
一
 cm
（
約
八
寸
）
と
な
り
、
各
月
輪
大
梵
字
に
意
図
的
に
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
を

与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

清
水
磨
崖
仏
の
月
輪
大
梵
字
に
も
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
事
例

は
不
吉
な
彗
星
（
計
斗
星
）
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
、
彗
星
を
表
す
梵
字(

ケ
ー
）

図 21《今熊野窟月輪大梵字》

図 22《画像処理による梵字が岩計測》



を
、
よ
り
直
径
が
大
き
な
薬
師
如
来(

バ
イ
）
と
不
動
明
王(

カ
ー
ン)

の
梵
字

が
挟
む
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。
英
彦
山
今
熊
野
窟
の
場
合
、
中
央
の
胎
蔵
界
大

日
如
来
の
梵
字
が
最
も
大
き
く
、
こ
の
梵
字
向
か
っ
て
左
の
釈
迦
如
来
の
方
が
、

右
の
阿
弥
陀
如
来
よ
り
も
大
き
い
。
今
熊
野
窟
で
は
、
中
央
の
胎
蔵
界
大
日
如
来

の
梵
字
が
最
も
重
要
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
梵

字
は
金
剛
界
曼
荼
羅
世
界
で
あ
る
豊
満
山
に
対
し
て
、
英
彦
山
全
体
を
表
現
す
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
左
右
の
梵
字
の
ス
ケ
ー
ル
の
差
の
根
拠
は

定
か
で
は
な
い
。
斉
藤
彦
松
の
弁
別
か
ら
す
る
と
、
釈
迦
如
来
は
大
日
如
来
と
並

ぶ
根
本
仏
と
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
よ
り
大
き
く
表
現
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。。
形
而
上
的
な
観
点
と
は
別
の
視
点
に
な
る
が
、
今
熊
野
窟
に
上
る
道
が
月

輪
大
梵
字
向
か
っ
て
右
側
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遙
拝
す
る
場
所
か
ら
の

パ
ー
ス
（
遠
近
法
）
を
考
慮
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
磨
崖
石
仏

群
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
調
査
と
考
察
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
３
D
デ
ー
タ
化
に
よ
る
英
彦
山
今
熊
野
窟
の
磨
崖
石
仏
お
よ
び
月
輪
大

梵
字
の
調
査
分
析
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
っ
て
計
測
し

た
デ
ー
タ
か
ら
、
磨
崖
石
仏
横
の
銘
文
の
解
読
を
試
み
た
。
陰
刻
さ
れ
た
部
分
を

複
数
の
ア
ン
グ
ル
か
ら
確
認
で
き
る
と
い
う
３
D
デ
ー
タ
の
利
点
を
活
か
し
て
、

判
読
可
能
文
字
を
三
文
字
増
や
し
た
。ま
た
崩
落
し
た
岩
石
群
の
３
D
デ
ー
タ
を
、

縮
小
し
て
立
体
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
し
、
破
損
前
の
形
状
の
復
元
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
磨
画
面
に
残
さ
れ
た
勢
至
菩
薩
像
、
覆
屋
内
の
観
音
菩
薩
像
を
両
脇
侍

と
す
る
阿
弥
陀
如
来
座
像
が
、
崩
落
し
た
岩
石
の
表
面
に
全
高
約
一
九
八
cm
、
像

高
約
一
三
六
cm
の
ス
ケ
ー
ル
で
彫
刻
さ
れ
て
い
た
と
い
う
推
測
に
辿
り
着
い
た
。

阿
弥
陀
三
尊
像
は
岩
壁
の
曲
が
り
角
に
あ
た
る
凸
面
を
利
用
し
て
、
主
尊
が
前
に

競
り
出
る
よ
う
に
造
形
さ
れ
て
い
た
。
放
射
線
状
に
広
が
る
よ
う
に
三
尊
が
配
置

さ
れ
て
お
り
、
彫
刻
の
占
有
空
間
を
広
げ
る
た
め
の
造
形
的
な
工
夫
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
阿
弥
陀
三
尊
像
に
関
し
て
は
、
主
尊
の
阿
弥
陀
如
来

像
の
陽
刻
部
分
の
破
片
を
探
索
す
る
と
い
う
重
要
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

芸
術
的
観
点
か
ら
の
工
夫
は
、
今
熊
野
窟
の
月
輪
大
梵
字
の
彫
刻
方
法
に
も
み

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
梵
字
群
は
梵
調
の
中
心
部
に
線
刻
を
施
す
な
ど
、
英
彦
山
独

特
の
力
強
い
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
刷
毛
書
き
薬
研
彫
り
を
実
現
し
て
い
る
。
ま
た
、

石
彫
の
専
門
家
に
作
業
を
再
現
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
月
輪
大
梵
字
の
制
作
方
法

や
制
作
期
間
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
た
。
英
彦
山
山
伏
が
彫
刻
し
た
と
さ
れ
る

清
水
磨
崖
仏
月
輪
梵
字
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
天
体
の
動
き
に
意
識
的
な

英
彦
山
山
伏
達
が
、
事
態
に
素
早
く
反
応
・
行
動
す
る
こ
と
に
価
値
を
置
く
姿
を

見
出
し
た
。
さ
ら
に
月
輪
大
梵
字
に
つ
い
て
、
空
中
撮
影
に
よ
る
撮
影
と
、
そ
の

画
像
処
理
に
よ
っ
て
３
D
デ
ー
タ
化
を
行
い
、月
輪
面
の
直
径
の
計
測
を
行
っ
た
。

三
つ
の
月
輪
梵
字
は
中
央
の
胎
蔵
界
大
日
如
来
の
梵
字
が
最
も
大
き
く
、
次
い
で

磨
崖
面
向
か
っ
て
左
の
釈
迦
如
来
と
続
き
、
向
か
っ
て
右
の
阿
弥
陀
如
来
は
最
も

小
さ
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
の
根
拠
に
つ
い
て
は
推
測
の
域
を

出
な
い
が
、
重
要
度
の
違
い
を
表
現
し
て
い
る
か
、
も
し
く
は
遙
拝
す
る
位
置
を

配
慮
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。



３
D
デ
ー
タ
化
に
よ
る
磨
崖
仏
の
計
測
は
、
現
在
の
状
態
を
留
め
る
保
存
用
資

料
に
留
ま
ら
ず
、
制
作
時
の
状
況
を
推
測
す
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
廃
仏
毀
釈
や
風
化
に
よ
っ
て
破
壊
が
す
す
む
修
験
道
美

術
（
特
に
磨
崖
仏
）
を
研
究
す
る
上
で
、
三
次
元
計
測
に
よ
る
研
究
方
法
は
新
た

な
ア
プ
ロ
ー
チ
た
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
現
在
、
様
々
な
三
次
元
測
定
機
器

や
方
法
が
登
場
し
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
と
難
点
に
つ
い
て

充
分
精
査
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
測
定
方
法
自
体
の
比
較
研
究
を
行
い
な

が
ら
、
調
査
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
レ
ー
ザ
ー
測
量
に
よ
っ
て
計
測

を
行
い
、
各
計
測
方
法
に
つ
い
て
の
比
較
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

口
伝
を
旨
と
し
文
献
資
料
が
少
な
い
修
験
道
文
化
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
精
神

性
は
造
形
の
中
に
如
実
に
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
九
州
各
地
の
磨
崖
仏
の
地
理

的
な
関
係
性
に
注
目
し
、
造
形
物
か
ら
推
測
さ
れ
る
芸
術
的
意
図
と
文
化
観
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
今
熊
野
窟
月
輪
大
梵
字
や
清
水
磨
崖
仏
月

輪
梵
字
、
清
水
磨
崖
仏
と
作
風
が
近
似
し
て
い
る
青
木
磨
崖
仏
月
輪
梵
字
（
熊
本

県
）
等
の
造
形
的
な
特
徴
の
繋
が
り
か
ら
、
ほ
ぼ
九
州
全
域
に
広
が
っ
て
い
た
鎌

倉
時
代
の
英
彦
山
修
験
道
文
化
と
、
地
理
的
な
連
関
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た

い
。英

彦
山
修
験
者
は
「
歩
き
」、
彫
刻
を
「
刻
む
」
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、
神

聖
な
る
「
自
然
環
境
」
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
っ
た
。
危
険
且
つ
過
酷
な
環
境
に

お
い
て
制
作
さ
れ
た
磨
崖
石
仏
群
は
、
修
験
者
が
野
外
で
活
動
す
る
姿
そ
の
も
の

が
、
他
者
救
済
に
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

註（
1
）　　

添
田
町
「
添
田
町
歴
史
的
文
化
遺
産
活
用
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
二
０
一
二　

二
四
頁

（
2
）　 

八
尋
和
泉
「
今
熊
野
窟
の
嘉
禎
三
年
銘
磨
崖
仏
」『
英
彦
山
修
験
道
館
展
示
資
料
』

一
九
八
七　

三
三
頁

（
3
）　 

熊
野
本
宮
本
尊
が
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
那
智
宮
の
本
尊
が
千
手
観
音
で
あ
る
こ
と

等
、
彦
山
流
記
内
の
記
述
に
対
応
し
て
い
る
。
(2)
前
掲
書　

八
七
頁

（
4
）　 

国
土
地
理
院
提
供
「
距
離
と
方
位
角
の
計
算
式
」
に
よ
る

（
5
）　 

朝
日
新
聞
西
武
本
社
『
英
彦
山
発
掘
』
葦
書
房 

一
九
八
三　

一
七
〜
二
０
頁

（
6
）　 

(2)
前
掲
書
三
七
頁 

お
よ
び
(5)
前
掲
書
八
八
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
7
）　 

(5)
前
掲
書
八
九
頁

（
8
）　 

大
西
修
也
「
磨
崖
石
仏
と
金
剛
如
来
立
像
」
(5)
前
掲
書
一
一
０
頁

（
9
） 

八
尋
和
泉
は
「
こ
の
菩
薩
像
の
天
衣
や
装
の
処
理
を
み
る
と
、
開
い
た
胸
元
に
天
衣
に

沿
っ
て
襟
縁
が
あ
る
よ
う
に
彫
ら
れ
、
腹
前
で
W
字
形
を
つ
く
る
な
ど
、
意
味
不
明
の
写
し

崩
れ
と
み
ら
れ
る
状
況
を
み
せ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
(2)
前
掲
書
三
九
頁

（
10
） 

(2)
前
掲
書
四
０
頁

（
11
）　 

井
形
進
（
九
州
歴
史
資
料
館
学
芸
員
）
か
ら
の
知
識
提
供
。
他
に
も
長
野
覚
（
日
本

　

山
岳
修
験
道
学
会
顧
問
）、岩
本
教
之
（
添
田
町
役
場
）
か
ら
知
識
提
供
を
得
て
い
る
。「
調

　

査
報
告
会
」
二
０
一
三
年
九
月
二
０
日 

添
田
町
役
場

（
12
） 「(
彦
山
に
お
け
る)

天
童
は
垂
迹
の
神
的
存
在
に
な
っ
た
り
、
多
く
の
機
能
を
も
つ
童

　

子
に
も
な
っ
て
い
る
」
中
野
幡
能
「
対
馬
に
お
け
る
山
岳
信
仰
」『
英
彦
山
と
九
州
の
修

　

験
道
』
名
著
出
版 
一
九
七
七　

五
七
四
頁



（
13
）  (

大
分
県
臼
杵
市)

制
作
年
代
の
表
記
に
関
し
て
は
次
の
考
察
を
参
考
に
し
て
い
る
。
飯

　

沼
賢
司
「
豊
後
石
仏
造
立
の
歴
史
的
背
景
－
中
世
成
立
期
の
豊
後
国
の
位
置
付
け
と
関
連
し

　

て
－
」『
臼
杵
石
仏
よ
み
が
え
っ
た
磨
崖
仏
』
吉
川
弘
文　

一
九
九
五
年　

 

九
四
〜
一
一
０
頁

（
14
）  (

滋
賀
県
大
津
市
寂
光
寺) 

高
さ300

×
幅600cm

の
花
崗
岩
を
用
い
て
、
阿
弥
陀
三

　

尊
像
、
地
蔵
菩
薩
立
像
、
小
像2

躯
を
配
置
し
浄
土
信
仰
を
表
し
て
い
る
。
石
井
進
・
水
藤

　

真
監
修
『
石
仏
と
石
塔
』
山
川
出
版
社　

二
０
０
一　

一
九
頁

（
15
） 

(2)
前
掲
書
三
八
頁

（
16
） 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン123D

catch
に
よ
る

（
17
）
南
九
州
市
に
あ
る
清
水
磨
崖
石
仏
は
高
さ
二
０
m
、
幅
４
０
０
 m
の
屏
風
の
よ
う
に
切
り

　

立
っ
た
溶
結
凝
灰
岩
の
岩
壁
に
五
輪
塔
や
月
輪
梵
字
な
ど
の
磨
崖
仏
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

月
輪
大
梵
字
三
文
字
の
横
の
二
文
字
と
銘
文
は
剥
落
し
て
い
る
が
、
寛
政
年
間
に
編
纂
さ
れ

　

た
河
邊
名
勝
誌
に
は
銘
文
の
内
容
が
残
っ
て
お
り
、
弘
長
四
年(
一
二
六
四)

に
彦
山
山
伏
に

　

よ
っ
て
彫
刻
さ
れ
た
と
あ
る
。
資
料
閲
覧
協
力
・
南
九
州
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

（
18
） 

胎
蔵
界
大
日
如
来
の
場
合
、
空
点
の
下
に
三
日
月
型
の
荘
厳
点
を
つ
け
る
。
二
点
並
ぶ
も

　

の
を
涅
槃
点
と
い
う
。
綜
芸
舎
編
集
部
編
『
梵
字
入
門
』
綜
芸
舎　

一
九
六
七　

三
〜
四
頁

（
19
） 

添
田
町
役
場
『
彦
山
流
記　

附
・
彦
山
縁
起
』
葦
書
房　

一
九
九
三　

五
七
〜
五
九
頁

（
20
） 

石
彫
家
・
坂
本
浩
人
（
福
岡
教
育
大
学
講
師
）
か
ら
の
知
識
提
供
。

（
21
） 

上
村
純
一
「
鹿
児
島
県
清
水
磨
崖
仏
群
月
輪
大
梵
字
造
立
動
因
に
関
す
る
一
考
察
」『
人

　

類
史
研
究
第9

号
』
欺
文
堂　

一
九
九
七　

六
頁

（
22
） 

英
彦
山
か
ら
清
水
磨
崖
仏
ま
で
の
直
線
距
離
は
、
国
土
地
理
院
測
量
検
索
サ
イ
ト
よ
り
取

　

得
（
23
） 

斉
藤
彦
松
「
清
水
磨
崖
五
大
梵
字
」『
南
九
州
の
石
塔
第9

号
』
南
九
州
石
塔
研
究
会　

　

一
九
九
七　

一
八
頁

（
24
） 

大
宝
律
令
（
七
０
一
年
）
か
ら
永
正
年
間
（
一
五
０
四
年
〜
）
頃
ま
で
の
小
尺
二
九
・
六

　

cm
を
元
に
算
出
。

　

＊
凡
例　

H
は
高
さ
、
W
は
幅
を
表
す
。(

画
像
は
全
て
筆
者
撮
影
）


